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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はペルオキシソームの増殖を促進し、PEX19と相互作用する。コードされるタンパク質はペルオキシソーム膜に局在する。この遺伝子には、タンパク質をコードするものも、タンパク質をコードしないものも含め、複数の転写産物バリアントが見出されている。[RefSeq提供、2012年12月],注意：PubMed:9792670は、N末端とC末端の両方が細胞質に位置することを示している。,機能：ペルオキシソームの増殖に関与する。ダイナミン関連GTPase DNM1Lをペルオキシソーム膜にリクルートすることにより、ペルオキシソームの分裂を制御する可能性がある。,類似性：ペルオキシン11ファミリーに属する。,サブユニット：PEX19と相互作用する。,
	研究分野
	タグとセルマーカー
	画像データ
	

	COLO細胞、HUVEC細胞、COS7細胞、およびJurkat細胞のライセートをPEX11B抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	1：500に希釈したペロキシン11βポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

